
第８回遠州広域行政推進会議 次第 

日 時：平成２６年１１月２７日（木）午後３時３０分から午後５時００分まで 

場 所：浜岡原子力館 地下１階 オリエンテーションルーム 

１ 開  会 

２ 座長あいさつ 

３ 開催市長あいさつ 

４ 議  題 

（１）地域公共交通空白地域への対応について 

・講演（講師：中部運輸局静岡運輸支局長 小林 裕之 氏）

・意見交換

  （２）経済・産業政策の広域連携について（中間報告） 

５ そ の 他 

６ 閉  会 



市　町

浜松市 市長 鈴木　康友

磐田市 市長 渡部　修

掛川市 市長 松井　三郎

袋井市 市長 原田　英之

湖西市 市長 三上　元

御前崎市 市長 石原　茂雄

菊川市 市長 太田　順一

牧之原市 市長 西原　茂樹

森町 町長 村松　藤雄

第８回遠州広域行政推進会議　（11/27）　出席者

出席者



















経済・産業政策の広域連携について（中間報告）

１ 目 的 

 ・現在、遠州地域の 8市 1町では、各々の市町が商工会議所や商工会と連携をして産業
振興施策を実施しており、広域連携による取組みには至っていない。

・今回、遠州地域の 8市 1町において、経済・産業政策における広域連携事業の可能性
を研究し、市町の枠を越えて、行政、産業支援機関、大学、金融機関など地域産学官

金連携による経済・産業政策を提案する。

２ 体 制 

 ・遠州地域 8市 1町の産業振興部局の課長及び担当者により研究会を組織
（研究会、ワーキンググループ（以下「WG」という。））

    ●研究会  課長級の会議

    ●WG   産業振興に精通した担当者の会議

３ 経 過 

会議 議題 内容、主な意見
第 1回研究会
平成 26年 9月 16日（火）

 浜松市役所

・研究会開催の経過説明

・研究会の進め方

・広域連携により取組むテーマ

・研究会の趣旨、活動体制の確認

・各市町の施策の課題と取組み状況報告

・ものづくり振興をテーマとする。

第 1回WG
平成 26年 10月 3日（金）

 浜松市役所

・各市町の産業振興の取組み

・広域連携により取組むテーマ

・①創業・ベンチャー企業支援、②コー

ディネータの連携・活用、③企業情報

の収集・公開の 3つのテーマを検討
第 2回WG
平成 26年 10月 28日（火）
掛川市(まちなか再生サロン会議室) 

・創業・ベンチャー企業支援

・コーディネータの連携・活用

・民間を活用したベンチャー企業支援

・首都圏などでの販路開拓、資金調達支援

・地域支援機関のコーディネータ活用

第 3回WG
平成 26年 11月 13日（木）

 浜松市(浜松地域イノベーション
推進機構会議室)

・関連機関から創業支援施策・

事業の説明（関東経済産業局、

大手監査法人）

・広域連携により取組むテーマ

・関東経済産業局からの創業支援計画、

ベンチャー支援施策の情報提供

・大手監査法人からマッチングイベント

の情報提供

・広域連携テーマの調整（創業）

４ 研究テーマ 

（１）研究テーマ候補 

①地域企業への支援 人材育成 産業人材の育成

企業活動支援 知的財産活用支援

防災対策支援

研究開発支援

創業支援、ベンチャー企業支援

販路開拓

(海外販路含む) 
展示会・見本市の開催

中小企業のマッチング支援

地域企業情報の発信・PR 
情報発信 各種産業支援情報の発信

②行政間の連携 職員の情報交換、情報の共有化

地域産業の分析

国・県への提言

市町の産業振興担当職員の人材育成

 ※上記のテーマ候補を基に、各市町の産業振興の状況を踏まえ、研究テーマを検討

資料２ 



（２）研究テーマ（案） ※現時点（この他の事業も今後検討を進める。）

①創業支援 

現状 ・国内の開業率は、欧米の半分程度の 4.6％
特に、地方における開業率は低迷 （参考：浜松市 3.72％） 

・創業支援事業は、商工会議所や商工会で行われている事例はあるが、各市町にお

いて、行政、支援機関、金融機関が連携をしての取組みまでには至っていない。

課題 ・地域の活力を生む、新たな経済の担い手（起業予備軍）の発掘、育成

・地域の産学官金が一丸となった創業支援

広域連携での

取組み案

ア 起業予備軍の発掘、育成（広域連携）

 ●起業希望者の発掘セミナー、講座、サロンの開催

   ブロック単位で実施（浜松、浜名湖、中遠、中東遠など）

※各市町単独では、起業希望者自体が少ないので、近隣市町と合同で実施

 ●遠州地域全体でのセミナー、サロンの開催（テーマ別）

   食と農、IT、地場産業などのテーマにより地域全体で実施
イ 開業に向けての支援、開業後の支援（各市町単位）

 ●各市町ごとに、行政、商工会議所・商工会、金融機関の合同による個別支援

   ※起業段階では、各市町ごとに実施をし、開業の促進を図る。

市町での密着支援、遠州地域での他市町との情報交換

ウ ベンチャー企業連携（広域連携）

 ●地域のベンチャー企業間の連携の促進を図るため、ブロックごと、あるいは、

地域全体でのベンチャー企業の集まる機会の創出

②成長志向企業の支援 

現状 ・成長を志向するベンチャー企業や既存企業の発掘ができていない。

・成長志向企業への販路開拓や資金調達などの支援が薄い。

課題 ・成長志向の企業の発掘方法

・成長志向企業の製品、サービスなどの情報発信、販路開拓

広域連携での

取組み案

ア 成長志向企業の発掘、データベース化 

 ●行政、商工会議所・商工会、金融機関による企業発掘 ⇒ データベース化

   ※地域の隠れた成長志向の優良中小企業の明確化、企業情報の共有化

イ 成長志向企業の発信 

 ●成長志向企業の技術、製品、サービスを公開、周知（HP、メディアなど）
ウ 成長志向企業の販路開拓、資金調達支援 

 ●大手バイヤーやベンチャーキャピタルとのマッチング

   ※大手監査法人やコンサルタントと連携により、首都圏でのマッチング会

 ●展示商談会の活用

エ 知的財産活用支援 

 ●知財総合支援窓口、知財 CDによる知財講座、個別相談の強化

５ 今後の活動（予定） 

・WG 月 1回程度開催  研究会 2、3カ月に 1回程度開催
・平成 27年 7月までに提案を取りまとめ


